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去
る
四
月
上
皇
陛
下
の
ご
譲
位
に
よ

り
、五
月
一
日
に
第
百
二
十
六
代
の
新
天

皇
陛
下
が
践せ
ん
そ祚
、元
号
も
平
成
か
ら
令
和

に
改
元
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
皇
陛
下
の
御ご

そ

く

い

即
位
を
国
民
と
共
に

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

日
本
は
、世
界
一
古
く
、そ
し
て
長
い

歴
史
を
誇
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
歴
史
は

天
皇
の
ご
祖
先
と
さ
れ
る
天あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
御
神

の
御
孫
・
邇に
に
ぎ
の
み
こ
と

邇
藝
命
が
こ
の
地
上
を
治
め

る
た
め
に
天
か
ら
降
臨
さ
れ
た
と
い
う

神
話
の
世
界
に
始
ま
り
ま
す
。邇
邇
藝
命

は
大
御
神
か
ら
八や

さ
か
に
の
ま
が
た
ま

尺
瓊
勾
玉
・
八や
た
の
か
が
み

咫
鏡
・

草く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

薙
剣
の
三
種
の
神
器
を
承
る
と
と
も

に
、三
つ
の
教
え（
神
し
ん
ち
ょ
く勅
）を
授
か
り
ま

し
た
。

★
天
照
大
御
神
の
子
孫
が
日
本
の
君
主

と
し
て
栄
え
続
け
る
こ
と

★
八
咫
鏡
を
大
御
神
に
接
す
る
の
と
同

様
に
祀
る
べ
き
こ
と

★
人
々
の
食
の
糧
と
な
る
神
聖
な
稲
穂

を
授
け
る
こ
と

　

以
上
の
三さ
ん
だ
い
し
ん
ち
ょ
く

大
神
勅
と
い
わ
れ
る
天
照

大
御
神
の
教
え
を
歴
代
天
皇
は
守
り
続

け
ら
れ
て
、国
民
と
共
に
歩
ま
れ
我
が
国

の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
の
中
心
に「
象
徴
」

と
し
て
今
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

我
々
国
民
は
、先
祖
か
ら
今
を
生
き
る

自
分
た
ち
の
命
の
血
脈
を
、民
族
の
象
徴

た
る
万
世
一
系
の
天
皇
陛
下
に
民
族
の

歴
史
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
き
、そ
の
悠
久

な
る
連
続
す
る
歴
史
の
あ
り
が
た
さ
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、新
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
に
か
か

る
諸
儀
礼
は「
御ご

た
い
れ
い

大
礼
」や「
御ご
た
い
て
ん

大
典
」と

称
さ
れ
国
事
行
為
や
公
的
な
儀
式
と
し

て
国
を
あ
げ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

特
に
儀
式
・
祭
祀
の
中
核
と
な
る
の
は

「
即そ

く
い
れ
い

位
礼
」と「
大
だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
」で
す
。

　

今
回
は
、御
即
位
奉
祝
の
意
義
や
大
嘗

祭
に
つ
い
て
本
紙
面
に
て
か
か
る
儀
式

と
行
事
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

一
世
一
度
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
と
文

化
に
出
会
え
る「
御
大
礼
」が
伝
統
に
則

り
厳
粛
に
行
わ
れ
る
よ
う
祈
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
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一
月

元　

旦　

歳
旦
祭

十
二
日　

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田

　
　
　
　

必
勝
祈
願
祭

十
四
日　
（
成
人
の
日
）ど
ん
と
祭

　
　
　
　

餅
つ
き
行
事
奉
仕

　
　
　
　

青
年
会
・
敬
神
婦
人
会

十
九
日　

月
次
祭

二
十
六
日　

青
年
会
新
年
会

二
月

二　

日　

稲
荷
神
社
初
午
祭

　
　
　
　
（
新
川
町
・
稲
荷
町
）

三　

日　

第
六
回
節
分
祭

　
　
　
　

豆
ま
き
神
事

十
一
日　

建
国
記
念
の
日

　
　
　
　

奉
祝
秋
田
県
大
会

十
七
日　

肝
煎
町
春
祈
禱
祭

十
九
日　

祈
年
祭
併
せ
月
次
祭

三
月

二　

日　

交
通
安
全
協
会
川
尻
支
部

　
　
　
　

安
全
祈
願
祭

十
九
日　

月
次
祭

四
月

六　

日　

境
内
清
掃
打
合
せ
会
議

十　

日　

交
通
安
全
協
会
旭
南
支
部

　
　
　
　

安
全
祈
願
祭

　
　
　
　
（
旭
南
コ
ミ
セ
ン
）

十
一
日　

崇
敬
会
理
事
会

十
三
日　

第
一
回
境
内
清
掃
奉
仕

十
四
日　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
秋
田

　
　
　
　

第
31
団
育
成
会
総
会

十
九
日　

月
次
祭
・
崇
敬
会
総
会

二
十
日　

青
年
会
総
会

二
十
九
日　

昭
和
祭
・
第
二
十
八
回

　
　
　
　

秋
田
県
出
身
特
攻
隊

　
　
　
　

慰
霊
祭

五
月

一　

日　

践
祚
改
元﹃
令
和
﹄

七　

日　

践
祚
改
元
奉
告
祭

　
　
　
　

神
社
総
代
会
総
会

十
一
日　

第
二
回
境
内
清
掃

十
二
日　

春
季
例
祭
準
備
作
業

十
三
日　

珍
寶
神
社
例
祭

　
　
　
　
（
毘
沙
門
町
）

　
　
　
　

稲
荷
神
社
例
祭（
稲
荷
町
）

十
四
日　

中
川
口
稲
荷
神
社
例
祭

十
八
日　

春
季
例
祭
宵
宮
祭

十
九
日　

春
季
例
祭
当
日
祭

二
十
日　

例
祭
片
付
け
作
業

二
十
日
～
二
十
一
日

　
　
　
　

山
王
中
二
年
生
職
場
体
験

六
月

三　

日　

秋
田
県
鳶
土
木
連
合
会

　
　
　
　

安
全
祈
願
祭

四　

日　

川
尻
小
学
校
ふ
る
さ
と

　
　
　
　

集
会
に
て
雅
楽
演
奏

八　

日　

第
三
回
境
内
清
掃

十
六
日　

鹿
嶋
祭
り（
西
表
町
・
毘
沙

　
　
　
　

門
町
・
肝
煎
町
）

十
九
日　

月
次
祭

二
十
九
日　

第
二
十
四
回
秋
田
刑
務
所

　
　
　
　

安
全
祈
願
祭

三
十
日　

夏
越
大
祓
式

七
月

六　

日　

氏
青
全
国
・
東
北
大
会

　
　
　
　
（
山
形
県
）

十
三
日　

第
四
回
境
内
清
掃

十
九
日　

月
次
祭

二
十
七
日　

青
年
会
例
会
・
暑
気
払
い

八
月

十
一
日　

第
五
回
境
内
清
掃

十
七
日　

早
駒
神
社
例
祭

　
　
　
　

川
尻
の
夏
祭
り（
境
内
）

十
九
日　

月
次
祭

九
月

十
三
日　

観
月
祭
と
邦
楽
の
夕
べ

十
九
日　

月
次
祭

十
月

十
八
日　

秋
季
例
祭
宵
宮
祭

十
九
日　

秋
季
例
祭
当
日
祭

二
十
二
日　

即
位
礼
当
日
奉
告
祭

十
一
月

十
二
日　

臨
時
大
祓
式

十
四
～
十
五
日

　
　
　
　

大
嘗
祭
当
日
祭

十
五
日　

七
五
三
参
り

十
九
日　

月
次
祭

下　

旬　

干
支
大
絵
馬
揮
毫

十
二
月

第
一
日
曜　

干
支
大
絵
馬
奉
納
式

十
九
日　

月
次
祭

　
　
　
　

神
社
大
忘
年
会

下　

旬　

煤
払
い

二
十
八
日　

餅
つ
き
行
事

　
　
　
　

青
年
会
・
敬
神
婦
人
会

　
　
　
　

奉
仕

大
晦
日　

師
走
大
祓
式

祭
礼
行
事
暦

平
成
三
十
一
年
元
日
〜
令
和
元
年
九
月

十
月
以
降
の
祭
礼
行
事
予
定 総社神社ご祭礼

ざくろ（子孫繁栄）
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○
剣け
ん
じ
と
う
し
ょ
う
け
い

璽
等
承
継
の
儀（
一
日
）

　

皇
位
に
即
か
れ
た
天
皇
陛
下
は
、

皇
居
の
宮
殿
で
皇
位
の
象
徴
で
あ
る

剣
や
勾
玉
、ま
た
国
事
に
使
用
さ
れ

る
印
章
な
ど
を
受
け
継
が
れ
ま
し

た
。

○
賢か

し
こ
ど
こ
ろ
所
の
儀（
一
日
～
三
日
）

○
皇こ
う
れ
い
で
ん
し
ん
で
ん

霊
殿
神
殿
に
奉
告
の
儀（
一
日
）

　

剣
や
勾
玉
の
継
承
と
時
を
同
じ
く

し
て
、皇
位
の
受
け
継
が
れ
た
旨
が
、

皇
居
の
賢
所（
天
照
大
御
神
）・
皇
霊

殿（
皇
室
の
ご
先
祖
様
）・
神
殿（
天
神

地
祇
）の
そ
れ
ぞ
れ
に
奉
告
さ
れ
ま

し
た
。

○
即そ

く
い
ご
ち
ょ
う
け
ん

位
後
朝
見
の
儀（
一
日
）

　

天
皇
陛
下
が
、天
皇
と
し
て
初
め

て
国
民
の
代
表
に
会
わ
れ
る
儀
式
で

す
。陛
下
は
宮
殿
に
、三
権
の
長
や
地

方
自
治
体
の
代
表
ら
を
召
さ
れ
ま
し

た
。

○
御
即
位
一
般
参
賀（
四
日
）

　

皇
居
の
宮
殿
東
庭
の
ベ
ラ
ン
ダ

で
、国
民
か
ら
の
祝
福
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

○
賢
所
に
期
日
奉
告
の
儀（
八
日
）

○
皇
霊
殿
神
殿
に
期
日
奉
告
の
儀

　（
八
日
）

　

賢
所
・
皇
霊
殿
・
神
殿
の
そ
れ
ぞ
れ

に
、即
位
礼
と
大
嘗
祭
を
行
う
期
日

を
陛
下
み
ず
か
ら
奉
告
さ
れ
ま
し

た
。

○
神じ
ん
ぐ
う
じ
ん
む
て
ん
の
う
さ
ん
り
ょ
う

宮
・
神
武
天
皇
山
陵
及
び
昭
和

天
皇
以
前
四
代
の
天
皇
山
陵
に

勅ち
ょ
く
し
は
け
ん

使
派
遣
の
儀（
八
日
）

　

伊
勢
の
神
宮
と
、神
武
・
孝
明
・
明

治
・
大
正
・
昭
和
天
皇
の
各
御
陵
に
、

即
位
礼
と
大
嘗
祭
の
期
日
を
奉
告
す

る
た
め
、陛
下
は
勅
使
を
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。

○
神
宮
に
奉ほ
う
べ
い幣
の
儀（
十
日
）

○
神
武
天
皇
山
陵
及
び
昭
和
天
皇
以

前
四
代
の
天
皇
山
陵
に
奉
幣
の
儀

　（
十
日
）

　

伊
勢
の
神
宮
と
、神
武
・
孝
明
・
明

治
・
大
正
・
昭
和
天
皇
の
各
御
陵
に
、

勅
使
は
即
位
礼
と
大
嘗
祭
の
期
日
を

奉
告
し
、お
供
え
を
捧
げ
ま
し
た
。

○
斎さ
い
で
ん
て
ん
て
い

田
点
定
の
儀（
十
三
日
）

　

大
嘗
祭
に
供
え
る
お
米
は
、日
本

の
東
西
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
県

の
特
別
な
田（
斎
田
）で
育
て
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
日
の
儀
式
で
斎
田
を
設
け
る

地
方
が
宮
中
に
お
い
て
占
わ
れ
、令

和
の
悠ゆ

き紀
地
方（
東
日
本
代
表
）は
栃

木
県
、主す

き基
地
方（
西
日
本
代
表
）は

京
都
府
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
大だ

い
じ
ょ
う
き
ゅ
う
ぢ
ち
ん
さ
い

嘗
宮
地
鎮
祭

　

大
嘗
祭
を
行
う
予
定
地
の
皇
居
東

御
苑
で
、祭
場
と
な
る
大
嘗
宮
を
建

設
す
る
前
の
地
鎮
祭
を
行
い
ま
す
。

○
斎さ
い
で
ん
ぬ
き
ほ

田
抜
穂
前
一
日
大
祓

　

そ
れ
ぞ
れ
悠
紀
・
主
基
両
地
方
の

斎
田
で
は
、新
穀
を
収
穫
す
る
儀
式

の
前
日
、陛
下
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
抜

穂
使
を
は
じ
め
関
係
諸
員
の
お
祓
い

を
し
ま
す
。

○
斎
田
抜
穂
の
儀

　

悠
紀
・
主
基
両
地
方
の
斎
田
で
、大

嘗
祭
に
供
え
る
新
穀
を
収
穫
し
ま

す
。

○
悠ゆ

き

す

き

紀
主
基
両
地
方
新
穀
共
納

　

悠
紀
・
主
基
の
斎
田
で
収
穫
さ
れ

た
新
穀
が
陛
下
の
も
と
に
納
め
ら
れ

ま
す
。

○
即
位
礼
当
日
賢か

し
こ
ど
こ
ろ
お
お
ま
え

所
大
前
の
儀

　（
二
十
日
）

　

即
位
礼
を
行
う
こ
と
を
、儀
式
の

当
日
、宮
中
三
殿
の
賢
所
・
皇
霊
殿
・

御ご

た

い

れ

い

大
礼
の
儀
式
と
行
事　
（
御
即
位
に
関
す
る
儀
式
の
総
称
が
「
大た
い
れ
い礼
」
で
す
。）

5月 

5月 

5月 

夏から秋まで10月 
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神
殿
の
そ
れ
ぞ
れ
に
陛
下
み
ず
か
ら

奉
告
さ
れ
ま
す
。

○
即
位
礼
当
日
皇
霊
殿
・
神
殿
に
奉

告
の
儀（
二
十
二
日
）

○
即そ
く
い
れ
い
せ
い
で
ん

位
礼
正
殿
の
儀（
二
十
二
日
）

　

皇
居
の
正
殿
に
設
置
さ
れ
た
高た
か
み御

座く
ら

に
お
い
て
、天
皇
陛
下
が
御
即
位

を
公
に
宣
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、列

席
し
た
国
内
外
の
代
表
ら
が
お
祝

い
し
ま
す
。中
庭
に
は
儀
式
を
い
ろ

ど
る
旗
や
雅
楽
奏
者
、装
束
を
着
た

人
々
が
並
び
ま
す
。

○
祝し
ゅ
く
が
お
ん
れ
つ

賀
御
列
の
儀（
二
十
二
日
）

　

即
位
礼
の
後
、広
く
国
民
に
御
即

位
を
披
露
さ
れ
、祝
福
を
受
け
ら
れ

る
た
め
、皇
居
か
ら
赤
坂
御
用
地
ま

で
お
車
で
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

す
。

○
饗き
ょ
う
え
ん
宴
の
儀（
二
十
二
、二
十
五
、

　
二
十
九
、三
十
一
日
）

　

即
位
礼
に
参
列
し
た
国
内
外
の
代

表
者
ら
を
４
日
間
に
分
け
て
宮
殿
に

招
き
、饗
宴
を
催
し
て
御
即
位
を
披

露
さ
れ
、祝
意
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
神
宮
に
勅ち

ょ
く
し
は
っ
け
ん

使
発
遣
の
儀（
八
日
）

　

伊
勢
の
神
宮
に
大
嘗
祭
を
行
う
こ

と
を
奉
告
し
て
お
供
え
を
捧
げ
る
た

め
、陛
下
は
勅
使
を
派
遣
さ
れ
ま
す
。

○
大
嘗
祭
前
二
日
御み
そ
ぎ禊（
十
二
日
）

○
大
嘗
祭
前
二
日
大お
お
は
ら
え
祓（
十
二
日
）

　

大
嘗
祭
の
２
日
前
、天
皇
皇
后
両

陛
下
の
お
祓
い（
御
禊
）と
、皇
族
方

を
は
じ
め
関
係
諸
員
の
お
祓
い（
大

祓
）を
行
い
ま
す
。

○
大
嘗
祭
前
一
日
鎮ち
ん
こ
ん魂
の
儀

　（
十
三
日
）

○
大
嘗
祭
前
一
日
大だ
い
じ
ょ
う
き
ゅ
う
ち
ん
さ
い

嘗
宮
鎮
祭

　（
十
三
日
）

　

大
嘗
祭
前
日
、す
べ
て
の
行
事
が

滞
り
な
く
無
事
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

天
皇
陛
下
は
じ
め
関
係
諸
員
の
安
泰

を
祈
り
、大
嘗
宮
の
安
寧
を
祈
り
ま

す
。

○
大
嘗
祭
当
日
神
宮
に
奉
幣
の
儀

　（
十
四
日
）

○
大
嘗
祭
当
日
賢
所
大お
お
み
け
き
ょ
う
し
ん

御
饌
供
進
の

儀（
十
四
日
）

○
大
嘗
祭
当
日
皇
霊
殿
・
神
殿
に
奉

告
の
儀（
十
四
日
）

　

大
嘗
祭
当
日
、お
祭
り
を
行
う
こ

と
を
、伊
勢
の
神
宮
と
、宮
中
の
賢

所
・
皇
霊
殿
・
神
殿
の
そ
れ
ぞ
れ
に
奉

告
し
ま
す
。

○
大だ
い
じ
ょ
う
き
ゅ
う

嘗
宮
の
儀（
十
四
～
十
五
日
）

　

天
皇
陛
下
が
御
即
位
の
後
、は
じ

め
て
新
穀
を
天
照
大
御
神
と
神
々
に

供
え
、み
ず
か
ら
も
召
し
上
が
り
、国

や
国
民
の
た
め
に
そ
の
安
寧
と
五
穀

豊
穣
な
ど
を
感
謝
し
て
、ま
た
祈
ら

れ
る
儀
式
が
大
嘗
祭
で
す
。悠
紀
地

方
の
お
供
え
を
捧
げ
る
儀
式
は
14
日

夜
、主
基
地
方
の
お
供
え
を
捧
げ
る

儀
式
は
15
日
未
明
に
、そ
れ
ぞ
れ
大

嘗
宮
の
中
の
悠
紀
殿
と
主
基
殿
で
行

わ
れ
ま
す
。

○
大
嘗
祭
後
一
日
大
嘗
宮
鎮
祭

　（
十
六
日
）

　

大
嘗
祭
の
翌
日
、大
嘗
宮
の
安
寧

を
感
謝
し
ま
す
。

○
大だ
い
き
ょ
う
饗
の
儀（
十
六
、十
八
日
）

　

大
嘗
祭
で
捧
げ
ら
れ
た
お
供
え
の

お
下
が
り
で
あ
る
白し
ろ
き
く
ろ
き

酒
黒
酒
な
ど
を

参
列
者
に
陛
下
が
賜
り
、と
も
に
召

し
上
が
る
祝
宴
が
催
さ
れ
ま
す
。大

嘗
祭
の
直
会
で
す
。古
来
の
舞
な
ど

も
演
じ
ら
れ
、と
も
に
楽
し
ん
で
お

祝
い
し
ま
す
。

○
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
神
宮
に

親し
ん
え
つ謁
の
儀

○
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
神
武
天
皇

山
稜
及
び
昭
和
天
皇
以
前
四
代
の

天
皇
山
稜
に
親
謁
の
儀

　

伊
勢
の
神
宮
と
、神
武
・
孝
明
・
明

治
・
大
正
・
昭
和
天
皇
の
各
御
陵
に
、

陛
下
が
み
ず
か
ら
拝
礼
し
、儀
式
の

完
遂
を
奉
告
さ
れ
ま
す
。

○
茶ち
ゃ
か
い会

　

京
都
へ
の
行
幸
の
際
、古
来
皇
室

に
御
縁
故
の
深
い
近
畿
地
方
の
各
界

の
代
表
ら
を
京
都
御
所
に
招
い
て
、

茶
会
が
開
か
れ
ま
す
。

○
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
賢
所
に
親

謁
の
儀

○
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
皇
霊
殿
神

殿
に
新
謁
の
儀

○
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
賢
所
御
神

楽
の
儀

　

賢
所
・
皇
霊
殿
・
神
殿
の
三
殿
に
陛

下
が
み
ず
か
ら
拝
礼
さ
れ
、ま
た
、賢

所
に
御
神
楽
を
奏
し
ま
す
。

○
大
嘗
祭
後
大
嘗
宮
地
鎮
祭

　

大
嘗
宮
撤
去
後
、そ
の
跡
地
の
地

鎮
祭
を
行
い
ま
す
。

10月 11月 

11月 

11月 

即位礼・大嘗祭の後
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毎
年
秋
に
天
皇
陛
下
は
、そ
の
年
に
収

穫
さ
れ
た
新
穀
を
神
々
に
捧
げ
て
国
民

の
安
寧
と
国
の
繁
栄
を
祈
ら
れ
る「
新に
い
な
め嘗

祭さ
い

」を
宮
中
で
斎
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
嘗
祭
は
、平
年
十
一
月
二
十
三
日

（
勤
労
感
謝
の
日
）に
全
国
の
神
社
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、新
天
皇
が
新
た
に
皇

位
に
即
か
れ
て
最
初
の
新
嘗
祭
は「
大
嘗

祭
」と
呼
ば
れ
特
別
盛
大
に
執
り
行
わ
れ

ま
す
。天
皇
御
一
代
に
一
度
限
り
の
重
要

な
お
祭
り
で
、国
を
代
表
し
て
行
わ
れ
ま

す
。

　

古
代
か
ら
稲
作
に
か
か
る
最
も
古
い

祭
祀
で
あ
り
、国
家
形
成
過
程
に
お
け

る
祭
祀
の
発
展
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。稲

は
神
話
に
語
ら
れ
る
と
お
り
、天
孫
邇に

に邇

藝ぎ
の
み
こ
と
命
が
地
上
に
降
臨
さ
れ
る
際
、皇
祖
天

照
大
御
神
か
ら
授
け
ら
れ
た「
斎ゆ
に
わ庭
の
稲い
な

穂ほ

」を
以
て
地
上
の
民
に
稲
作
が
広
め
ら

れ
た
事
が
新
嘗
祭
の
起
源
と
さ
れ
ま
す
。

　

以
来
歴
代
天
皇
の
皇
位
継
承
の
重
要

な
祭
祀
と
し
て
大
嘗
祭
が
発
展
し
て
来

ま
し
た
。お
そ
ら
く
皇
室
中
心
の
祭
祀
が

後
に
広
く「
悠ゆ

き紀
」「
主す

き基
」と
言
わ
れ
る

東
西
の
地
方
が
関
わ
る
事
に
よ
っ
て
国

家
全
体
の
重
要
祭
祀
と
し
て
国
家
的
発

展
を
し
て
ゆ
く
経
過
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　

古
代
王
朝
文
化
で
は「
大だ
い
じ
ょ
う
え

嘗
会
」と
も

呼
ば
れ
制
度
上
、幾
多
あ
る
年
中
行
事
の

中
で
も
唯
一
の「
大た
い
し祀
」と
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
回
、平
成
時
代
の
大
嘗
祭
は
、今
の

上
皇
陛
下
が
平
成
二
年
十
一
月
二
十
二

日
か
ら
二
十
三
日
に
皇
居
東
御
苑
に「
大

嘗
宮
」が
建
立
さ
れ
古
式
ゆ
か
し
く
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
の
御
代
の
大
嘗
祭
は
、今
年
十
一

月
十
四
日
夜
か
ら
十
五
日
未
明
に
斎
行

さ
れ
る
予
定
で
す
。国
を
挙
げ
て
の
大
儀

式
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
大
嘗
祭
で
は
、東
の
悠ゆ

き紀
地
方

（
栃
木
県
）と
西
の
主す

き基
地
方（
京
都
府
）

の
斎
田
で
収
穫
さ
れ
た
新
穀
が
お
供
え

さ
れ
ま
す
。こ
の
悠
紀
と
主
基
は
古
代
か

ら
宮
中
に
伝
承
さ
れ
る「
亀き

ぼ
く卜
」と
呼
ば

れ
る
亀
の
甲
羅
を
焼
い
て
占
う
神
事
が

今
回
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

悠
紀
・
主
基
地
方
の
ほ
か
、近
代
で
は

全
国
の
都
道
府
県
か
ら
も
特
産
の
農
水

産
の
品
々
が「
庭
に
わ
づ
み
の
つ
く
え
し
ろ
も
の

積
机
代
物
」と
し
て
献

納
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
嘗
祭
の
最
後
に
は
、お
祝
い
の
宴
と

し
て「
大
だ
い
き
ょ
う饗
」が
行
わ
れ
、国
民
の
代
表
と

し
て
祭
典
に
参
列
し
た
人
々
は
、新
天
皇

陛
下
と
と
も
に
お
供
え
の
お
下
が
り
を

い
た
だ
き
ま
す
。さ
ら
に
十
二
単ひ

と
えに
装
っ

た
舞
姫
五
人
が
舞
う
古
典
芸
能「
五ご

せ
ち節

舞ま
い

」な
ど
が
披
露
さ
れ
皆
で
楽
し
み
ま

す
。い
わ
ゆ
る
大
嘗
祭
の
直な
お
ら
い会
で
す
。

　

さ
ら
に
、こ
の
年
だ
け
は
、各
地
の
神

社
で
も
大
嘗
祭
当
日
に
神
前
報
告
祭
と

新
嘗
祭
が
行
わ
れ
、様
々
な
奉
祝
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

大
嘗
祭
二
日
前
、宮
中
で
は
、天
皇
皇

后
両
陛
下
や
皇
族
方
、関
係
諸
員
の
お
祓

い
を
す
る
に
あ
た
り
、全
国
で
も「
臨
時

大
祓
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
お
祭
り
が
、そ
の

土
地
、地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
団
結
と
願

い
に
よ
り
続
け
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、

大
嘗
祭
は
、日
本
と
い
う
大
き
な
共
同
体

の
団
結
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
も
続
い
て

ゆ
き
ま
す
。天
皇
陛
下
と
国
民
の
固
い
絆

は
、各
地
の
神
社
を
通
じ
て
神
々
へ
届
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

 
大だ

い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭

年
中
祭
礼
・
行
事

一
月
　
　
　
　
歳
旦
祭

　
　
　
　
　
　
ど
ん
と
祭

二
月
　
　
　
　
節
分
祭
・
厄
祓
い

五
月
十
八
日
　
春
季
例
祭
宵
宮
祭

五
月
十
九
日
　
春
季
例
祭
当
日
祭

六
月
三
十
日
　
夏
越
大
祓
式

旧
暦
八
月
十
五
日
　
十
五
夜

　
　
　
　
　
　
観
月
祭
と

　
　
　
　
　
　
邦
楽
の
夕
べ

十
月
十
八
日
　
秋
季
例
祭
宵
宮
祭

十
月
十
九
日
　
秋
季
例
祭
当
日
祭

十
一
月
十
五
日
　
七
五
三
参
り

十
二
月
上
旬
　
大
絵
馬
奉
納
式

十
二
月
下
旬
　
煤
払
い
式

十
二
月
下
旬
　
餅
搗
き

十
二
月
大
晦
日
　
師
走
大
祓
式

毎
月
十
九
日
　
月
次
祭

大
嘗
宮
平
面
図
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難
に
陥
っ
て
い
た
。私
は
2
0
0
7
年

の
秋
田
わ
か
杉
国
体
強
化
指
定
選
手
と

し
て
T
D
K
サ
ッ
カ
ー
部
に
移
籍
し
プ

レ
ー
し
て
い
た
が
、現
役
に
拘
る
よ
り
も

ク
ラ
ブ
の
経
営
安
定
化
に
尽
力
し
た
方

が
こ
の
ク
ラ
ブ
の
た
め
に
な
る
と
思
い
、

早
々
に
引
退
を
決
意
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
1
年
も
経
た
ず
に

社
長
に
就
任
。そ
の
理
由
は
自
身
の
実
体

験
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。茨
城
県
鹿
島
地
域

で
生
ま
れ
た
私
は
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

の
発
足
か
ら
街
は
み
る
み
る
う
ち
に
変

貌
し
大
き
な
起
爆
剤
に
な
っ
た
こ
と
を

こ
の
目
と
肌
身
で
感
じ
た
。「
必
ず
秋
田

で
も
で
き
る
」そ
の
実
体
験
と
確
信
を
強

み
に
私
は
と
に
か
く
営
業
に
奔
走
し
た
。

　

経
営
が
安
定
軌
道
に
乗
っ
た
の
は

2
0
1
4
シ
ー
ズ
ン
に
J
3
リ
ー
グ
が

立
ち
上
が
り
初
年
度
か
ら
参
入
す
る

こ
と
に
な
っ
た
頃
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

2
0
1
7
シ
ー
ズ
ン
に
は
リ
ー
グ
初
優

勝
を
遂
げ
た
。し
か
し
、県
内
に
J
2
規

格
を
満
た
す
ス
タ
ジ
ア
ム
が
な
い
た
め

昇
格
は
叶
わ
ず
に
い
た
が
、優
勝
や
整
備

を
求
め
る
18
万
人
の
署
名
が
大
き
な
原

動
力
と
な
り
、照
明
設
備
と
大
型
映
像
装

置
な
ど
が
改
修
さ
れ
暫
定
的
で
は
あ
る

が
J
2
規
格
を
満
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

地
元
の
プ
ロ
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
は

勝
ち
負
け
だ
け
で
測
る
も
の
で
は
な
い
。

各
J
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
は
育
成
組
織
を

持
っ
て
お
り
、地
元
の
子
供
た
ち
を
育
成

し
て
い
る
。私
た
ち
は
小
、中
、高
の
3
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
保
有
し
一
貫
し
た
強

化
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
成
果
は
着
実
に

出
て
き
て
い
る
。ま
た
、地
元
の
子
供
た

ち
が
地
元
で
夢
を
叶
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、秋
田
が
抱
え
る
若
者
離
れ
や
人

口
減
少
問
題
に
も
少
な
か
ら
ず
直
結
す

る
。

　

ま
た
、秋
田
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

に
は
秋
田
に
来
る
き
っ
か
け
が
必
要
に

な
る
。サ
ッ
カ
ー
は
各
チ
ー
ム
に
熱
烈
な

サ
ポ
ー
タ
ー
が
存
在
し
、敵
地
で
の
試
合

に
も
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
応
援
に
駆

試合で全力プレーの選手

学校の授業で講義する選手

　

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
は
ク
ラ
ブ
設

立
10
周
年
を
迎
え
た
。1
9
6
5
年
に
創

部
し
た
前
身
の
T
D
K
サ
ッ
カ
ー
部
か

ら
54
年
と
い
う
長
い
歴
史
が
こ
の
ク
ラ

ブ
に
は
存
在
す
る
。同
サ
ッ
カ
ー
部
は

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
と
な

り
2
0
0
9
シ
ー
ズ
ン
を
も
っ
て
事
実

上
の
廃
部
が
決
定
し
た
が
、民
間
の
ク
ラ

ブ
を
発
足
さ
せ
移
行
す
る
形
で
そ
の
魂

は
受
け
継
が
れ
て
い
る
。不
況
の
煽
り
を

受
け
る
中
、T
D
K
は
ク
ラ
ブ
化
に
対
し

て
、メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
を
は
じ
め
多
大

な
る
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、今
な
お
ユ

ニ
ホ
ー
ム
の
胸
に
は「
T
D
K
」の
ロ
ゴ

を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
。

　

ク
ラ
ブ
化
当
初
、
1
億
円
の
資
本

計
画
に
対
し
集
ま
っ
た
の
は
わ
ず
か

2
3
0
0
万
。そ
れ
に
加
え
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
く
、

期
待
感
と
は
裏
腹
に
初
年
度
か
ら
経
営

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

街
づ
く
り
・
人
づ
く
り
・
夢
づ
く
り

㈱
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
　
代
表
取
締
役
　
岩
瀬
　
浩
介
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け
付
け
る
。J
2
に
昇
格
す
れ
ば
年
間

1
万
人
以
上
、J
1
に
な
れ
ば
2
万
人
以

上
が
秋
田
に
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
他
に
も
、サ
ッ
カ
ー
少
年
団
へ
の

巡
回
指
導
や
学
校
給
食
へ
の
訪
問
、夢

を
叶
え
た
選
手
た
ち
が
ど
う
挫
折
を
乗

り
越
え
て
き
た
か
を
伝
え
る
授
業
な
ど

を
行
い
、そ
の
回
数
は
年
間
二
百
を
超

え
る
。道
半
ば
で
は
あ
る
が「
ブ
ラ
ウ
ブ

リ
ッ
ツ
が
あ
る
か
ら
⋮
」と
感
謝
さ
れ
る

こ
と
も
数
多
く
な
っ
て
き
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
秋
田
を
元
気
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
街

づ
く
り
・
人
づ
く
り
・
夢
づ
く
り
」の
実
現

に
向
け
て
邁
進
す
る
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ

秋
田
に
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

☆
優
　
秀

人
々
も
木
々
も
お
め
か
し
秋
祭
り

 

︵
川
尻
小
六
年　

島
本　

紗
莉
︶

秋
で
す
か
木
の
葉
が
風
に
問
い
か
け
る

 

︵
川
尻
小
六
年　

石
黒　

星
衣
︶

総
社
か
ら
願
い
を
か
な
え
る
風
が
吹
く

 

︵
川
尻
小
六
年　

大
坂　

優
月
︶

総
社
の
木
歴
史
を
感
じ
る
た
た
ず
ま
い

 

︵
川
尻
小
六
年　

西
村　
　

直
︶

神
々
が
木
々
に
宿
る
よ
見
守
る
よ

 

︵
川
尻
小
六
年　

小
林
宗
一
郎
︶

風
に
の
り
始
ま
る
お
ち
ば
の
運
動
会

 

︵
川
尻
小
六
年　

本
山　
　

諒
︶

ね
こ
ろ
が
り
身
を
葉
に
つ
つ
む
ぎ
ん
な
ん
た
ち

 
︵
川
尻
小
六
年　

宮
里　
　

昊
︶

に
ぎ
や
か
に
み
ん
な
が
集
う
夏
祭
り

 

︵
川
尻
小
五
年　

岩
崎　

優
奈
︶

総
社
の
杜
絶
え
る
こ
と
な
い
せ
み
し
ぐ
れ

 

︵
川
尻
小
五
年　

佐
藤　

朱
音
︶

ふ
か
ふ
か
の
落
ち
葉
が
作
る
カ
ー
ペ
ッ
ト

 

︵
川
尻
小
五
年　

今
野　

千
礼
︶

 

令
和
元
年　

小
学
生
児
童
に
よ
る

 　

総
社
の
杜　

俳
句
・
川
柳
大
会
優
秀
作

令
和
へ
と
つ
な
ぐ
タ
ス
キ
は
総
社
へ
と

 

︵
旭
南
小
五
年　

小
野
寺
蒼
士
︶

令
和
な
り
心
を
こ
め
て
願
い
ご
と

 

︵
旭
南
小
五
年　

伊
藤
安
祐
実
︶

新
時
代
共
に
一
歩
を
ふ
み
だ
そ
う

 

︵
旭
南
小
五
年　

本
庄　

星
空
︶

令
和
で
も
絶
対
わ
す
れ
ぬ
戦
争
を

 

︵
旭
南
小
六
年　

赤
川　

祐
基
︶

新
時
代
勉
強
や
る
ぞ
気
持
ち
い
い

 

︵
旭
南
小
五
年　

石
塚　

康
輝
︶

新
元
号
新
た
な
時
代
の
始
ま
り
だ

 

︵
旭
南
小
六
年　

志
賀　

碧
生
︶

令
和
な
り
こ
れ
か
ら
の
日
々
楽
し
み
だ

 

︵
旭
南
小
六
年　

畠
山　

未
凪
︶

令
和
な
り
な
に
が
お
こ
る
か
気
に
な
る
な

 

︵
旭
南
小
六
年　

土
田　

朝
陽
︶

に
ぎ
や
か
な
総
社
の
祭
り
の
音
ひ
び
く

 

︵
旭
南
小
六
年　

熊
井
蓮
桜
奈
︶

以
上
十
九
句

氷
原
帯
秋
田
俳
句
会　

菅
原
孤
秋　

選

　

こ
の
度
は
小
学
校
児
童
か
ら
全
応
募
作
品
二
百
二
十
三
点
が
寄
せ

ら
れ
優
秀
作
十
九
句
を
選
出
、本
号
文
芸
欄
に
掲
載
致
し
ま
し
た
。今

年
も
、児
童
た
ち
の
心
素
直
で
瑞
々
し
い
感
性
が
光
る
素
晴
ら
し
い

作
品
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。地
域
の
多
く
の
皆
様
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

☆イラスト
　水墨画家　飯塚洋三
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☆
人
生
の
ま
つ
り

　

日
本
人
の
生
活

は
、神
様
と
の
関
係

を
大
切
に
し
て
営

ま
れ
て
き
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
祈
る
初
宮
詣
や
七
五
三
詣
、

結
婚
式
、厄
除
け
な
ど
人
生
の
節
目
に
行

う
祭
り
を
人
生
儀
礼
と
い
い
ま
す
。身
近

な
神
様
と
の
出
会
い
の
場
が
神
社
で
す
。

★
初
宮
詣

　

子
ど
も
は
神
様
か
ら
の
授
か
り
も
の
。

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
て
七
日
目
の「
お
七

夜
」に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
付
け
を
す
る
の
が

一
般
的
で
す
。赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
を
神
様

に
報
告
す
る
た
め
に
命
名
書
を
神
棚
の

近
く
に
貼
っ
て
お
く
習
わ
し
も
あ
り
ま

す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る

た
め
、初
め
て
神
社
に
お
参
り
す
る
の
が

初
宮
詣（
お
宮
参
り
）。誕
生
後
、三
十
日

か
ら
百
日
前
後
に
母
方
か
ら
贈
ら
れ
た

晴
れ
着（
祝
着
）を
つ
け
て
お
参
り
し
、健

や
か
な
成
長
と
幸
せ
を
祈
り
ま
す
。

★
七
五
三
詣

　

子
ど
も
の
成
長
に
感
謝
し
、こ
れ
か
ら

の
無
事
を
祈
っ
て
神
社
に
お
参
り
す
る

の
が
七
五
三
詣
で
す
。

　

三
歳
は「
髪か
み
お
き置
」と
呼
ぶ
男
女
と
も
の

お
祝
い
、五
歳
は
男
子
の「
袴は
か
ま
ぎ着
」、七
歳

は
女
子
の「
帯お
び
と
き解
」の
お
祝
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
般
に
は
稲
の
刈
り
取
り
を
終
え
た

十
一
月
十
五
日
前
後
に
お
参
り
す
る
も

の
で
す
が
、雪
の
降
る
地
方
で
は
一
ヵ
月

程
度
早
め
に
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

★
厄
　
除

　

人
生
は
山
あ
り
谷
あ
り
。古
く
か
ら

人
々
は
、特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
年
回
り
を「
厄や
く
と
し年
」と
呼
ん
で
き
ま

し
た
。

　

一
般
に
男
性
は
数
え
年
二
十
五
歳
、

四
十
二
歳
、六
十
一
歳
。女
性
は
数
え
年

十
九
歳
、三
十
三
歳
、三
十
七
歳
、六
十
一

歳
が「
厄
年
」に
あ
た
り
ま
す
。

　

中
で
も
男
性
の
四
十
二
歳
、女
性
の

三
十
三
歳
は
特
に
災
厄
が
起
こ
り
や
す

い「
大た

い
や
く厄
」と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
年
齢
は
現
代
で
も
人
生
の
大
き

な
転
機
を
迎
え
る
年
回
り
。神
社
で
お
祓

い
を
受
け
、神
々
の
ご
加
護
で
無
事
に
過

ご
せ
る
よ
う
祈
り
ま
し
ょ
う
。

神
しんとう

道の知識
いろいろ

★
成
人
式

　

昔
、公
家
や
武
家
で
は「
元
服
」と
い
っ

て
、成
人
に
な
っ
た
こ
と
を
祝
い
、初
め

て
冠
を
つ
け
る
儀
式
が
あ
り
ま
し
た
。今

で
は
、二
十
歳
に
な
っ
た
男
女
が
大
人
と

し
て
社
会
に
認
め
ら
れ
、祝
福
を
受
け
る

日
と
し
て
成
人
の
日
が
あ
り
ま
す
。無
事

に
大
人
の
仲
間
入
り
が
で
き
た
こ
と
を

神
様
に
報
告
し
ま
し
ょ
う
。な
お
、神
前

で
成
人
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
神
社
も
あ

り
ま
す
。

★
結
婚
式

　

伊い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

邪
那
岐
命
・
伊い
ざ
な
み
の
み
こ
と

邪
那
美
命
の
二
神
の

夫
婦
の
道
に
倣
っ
た
厳
粛
な
人
生
の
門

出
が
結
婚
式
で
す
。神
様
の
は
か
ら
い
に

よ
っ
て
、ひ
と
つ
の
縁
が
む
す
ば
れ
た
こ

と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、お
互
い
に
尊

敬
し
合
い
な
が
ら
長
い
人
生
を
歩
み
、子

孫
の
繁
栄
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
を
神

前
に
誓
い
ま
す
。

あ
と
が
き

　

御
代
替
わ
り
で
令
和
元
年
の
め
で

た
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
大
化
以
来

二
百
四
十
八
を
数
え
る
元
号
で
す
。

　

今
上
天
皇
は
神
武
天
皇
以
来

百
二
十
六
代
目
に
当
た
り
ま
す
。十
月

二
十
二
日
に
は
「
即
位
礼
」
、
十
一
月

十
四
・
十
五
日
に
は「
大
嘗
祭
」が
行
わ
れ

ま
す
。一
代
一
度
の
大
祭
で
、国
民
挙
っ

て
お
祝
い
す
る
一
大
行
事
で
す
。

　

何
時
の
時
代
も
自
然
災
害
は
付
き
も

の
で
す
が
、令
和
の
時
代
は
平
和
で
健
全

な
世
で
あ
る
よ
う
念
じ
て
い
ま
す
。

　

社
報「
香
雲
」第
六
号
を
お
届
け
し
ま

す
。今
号
は
新
時
代
に
因
ん
だ
事
柄
を
中

心
に
据
え
た
編
集
に
し
ま
し
た
。歴
史
を

共
有
す
る
良
い
機
会
で
あ
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、毎
年
総
社
神
社
で
新
年
の
祈
願

を
行
っ
て
い
る
企
業
か
ら
も
ご
寄
稿
賜

り
ま
し
た
。ご
利り

や
く益
あ
り
ま
す
よ
う
祈
っ

て
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
長　

上
村　

敦
記
）

　

今
号
ま
で
の
編
集
委
員
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

宮　
　

司　

川
尻
孝
紀

　

責
任
役
員　

上
村　

敦　

廣
嶋
禮
治

　

総　
　

代　

佐
藤
三
郎　

芳
賀
龍
平

　

祟
敬
会　

飯
塚
洋
三（
挿
絵
）


